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■促進耐候性試験（キセノンランプ式）
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超低汚染リファインSi-IR

強靱性
コア層とシェル層の２層からなるシリコン樹
脂を採用。コア層（核部分）は柔軟性を、シェ
ル層（コアの周囲を覆う部分）は強靭性を持
つため、下地の動きなどにより樹脂に衝撃
が加わっても柔軟性に優れたコア層が衝撃
を吸収。この効果により樹脂が破壊されにく
く、劣化の進行を抑えます。

■外部から衝撃が加わった時の樹脂のイメージ図
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優れた遮熱性により室内の温度上昇を抑え
生活環境を快適に

太陽光の波長のうち温度上昇の原因となるのは近赤外線（波長：780 ～ 2500nm）。
超低汚染リファイン Si-IR は特殊遮熱無機顔料の使用により、近赤外線を効果的
に反射する塗膜を形成。室内の温度上昇を抑え※、生活環境の快適化に貢献します。
※建物構造、断熱構造、開口部（ガラス窓等）の大きさ・数によって温度変化の程度に差が出ます。

超低汚染リファインSi-IRは、一般的な塗料に使用されるカーボンブラックなどの顔料より
も日射反射率が高い「特殊遮熱無機顔料」を使用。この特殊遮熱無機顔料が近赤外線を効
果的に反射し、高い遮熱性を実現しました。

近赤外線をあまり反射できず
室内の温度が上昇する

近赤外線を効果的に反射し
室内の温度上昇を抑える

一般の遮熱塗料は経年とともに付着した汚れが熱を吸収するため、
徐々に遮熱効果が低下してしまいます。
超低汚染リファインSi-IRは、
塗膜表面が汚れにくい超低汚染性を持つ塗料であるため、
汚れによる熱の吸収を防ぎ、長期間経過しても、
一般の遮熱塗料よりも遮熱性能を発揮し続けます。

撹拌

撹拌

※１：フッ素鋼板は除く ※２：高圧洗浄有り

※１：フッ素鋼板は除く ※２：高圧洗浄有り

■JIS K 5675　屋根用高日射反射率塗料　『促進耐候性』4500時間クリアー　※社内試験による
■JIS K 5675　屋根用高日射反射率塗料　『容器の中の状態』『表面乾燥性』『低温安定性』『塗膜の外観』『日
射反射率』『耐おもり落下性』『鏡面光沢度』『耐酸性』『耐アルカリ性』『耐湿潤冷熱繰返し性』『付着性』
『屋外暴露耐候性』　全て合格
■JIS Z 2911　かび抵抗性試験方法　『防かび性』　合格
■『防藻性』『遮熱保持性』　全て合格　※社内試験による

【試験結果】

■JIS K 5658　建築用耐候性上塗り塗料　『促進耐候性』4500時間クリアー　※社内試験による
■JIS K 5658　建築用耐候性上塗り塗料　『容器の中の状態』『表面乾燥性』『塗膜の外観』『ポットライフ』
『隠ぺい率』『鏡面光沢度』『耐衝撃性』『付着性（クロスカット法）』『重ね塗り適合性』『耐アルカリ性』『耐
酸性』『耐湿潤冷熱繰返し性』　全て合格
■JIS Z 2911　かび抵抗性試験方法　『防かび性』　合格
■JIS A 6909　建築用仕上塗材　『可とう性』　合格
■『防藻性』『防汚保持性』　全て合格　※社内試験による

【試験結果】
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